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企業 D N A の構築
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総合的情報力の基本構造
*ここでは2つの柱 として､金型企業内における情報力と金型企業 と取引先企業における情報力 とした｡













































































































研究著名 論文タイトル 掲載論文 年号 論文ポイント
池田正孝 日本における経 済 学 論 1991 わが国の大手金型メーカーは､最近 (1991年
自動車開発支集 ､ 第 32年5月 当時)の円高期前後より､欧米の自動車メ-
援 型 産 業巻､第3号 カーからのプレス金型の注文量を拡げ総売上
(1)-プレ 高に占める海外取引高はいずれも∽%を超え
ス金型産業- る水準となっている○これら大手金型メーカーの欧米金型メーカーに対比しての価格競争力､品質競争力､生産性競争力は隔絶したレベルであり､米国ビッグスリーを始め欧州の大半の自動車 至るまでわが国金型メーカー-の取引き依存度はこれ以上に高まことはあるにせよ､低下することはありえない 思われる○
中川洋一郎 日本における経 済 学 論 1992 アメリカのミシガン大学の研究チームが来日
自動車開発支集 ､ 第 33年7月 し､自動車ボディ用金型では ｢御三家｣と呼






















中心に- が目的ではなかった○自動車に代表されるような組立型産業を育てるため 基盤産業が必要であったから産業政策の対象となつ_たのである○しかしさまざまな目標を設定するときに､政策担当者と 界リー ダーの間で密接な情報交換が されているoこ 政策を通じて メーカーと基盤産業の間に情報 流れが生まれ､情報の対称性が進んだと考えら
斉藤栄司 金型産業の国経営経済､1996 1993年から1995年にかけて､アジアにおける





ける ｢デザイ第31号 年5月 1.企業規模に比べて設備投資額が大きい､2.
ン.イン｣と 金型製品の額の大きさと相手方の特定､ 3.
企業間関係 技能 .技術水準の維持 .確保､4.生産方法と
知的なものの 直結した製品性格､ 5.金型メーカー間競
価値と ｢もうひとつの二重構造｣ 考察 争の厳しさ､であるo
藤本寿良 金型産業にお経営経済､1996 エンドユーザーと金型メーカーとの取引関係
け る取 引 関第31号 年5月 の特徴を6つの項目に分けて述べている01.
係 :その長期 単品.受注生産 2.取引の長期性 3.
性と継続性 取引の継続性 4.技術的主導性 5.技術成熟度 6.最終製品における需要の間欠性
中川洋一郎 自動車の大量経 済 学 論1998 自動車を組み上げるのに必要な部品数はビス





















粉 末 冶金用金 型
ガ ラ ス 用 金 型















































論文 ｢日本の金型企業における ｢情報｣｣ 135
校岡憲司 ｢戟略的産業政策と中小企業一金型産業
を中心に-｣『経営経済』第31号､1996年
